
凡 例
写真家井上隆雄氏は 1970年代にインド西北部のラダック地方およびビルマ（現ミャンマー）
において、仏教壁画を中心に撮影をおこなった。2016 年に井上氏の逝去後、残されたフィル

ムや資料類（以後、写真資料）を京都市立芸術大学芸術資源研究センター（以後、芸資研）に移管し、
ご遺族の承諾の元、アーカイブ化を進めてきた。また、2020 年度から国立民族学博物館「地域研究
画像デジタルライブラリ（DiPLAS）」、「学術知デジタルライブラリの構築（X-DiPLAS）」の支援を受
け、『井上隆雄「ラダック・ビルマ仏教壁画」写真コレクション』（以後、本デジタルライブラリ）を構
築した。　　

１

本デジタルライブラリで公開する写真は、『パガンの仏教壁画』（講談社/1978 年）、『チベット
密教壁画』（駸々堂/1978 年）、『世界の聖域 10 ビルマの仏塔』（講談社/1980 年）に掲載された

ものを中心とする。井上隆雄氏の撮影状況を伝える資料という観点から、段階露出の撮影分を含め
て公開することとした。ただし、井上隆雄氏の元アシスタントを務めた写真家の竹田武史氏と田口
葉子氏のご助言を受け、過度に明るい、あるいは暗い写真については、記録としての唯一性が認めら
れるものを除き非公開とした。　　

２

移管後のアーカイブ作業においてフィルム原板の一部に、経年劣化による退色が認められ
た。本デジタルライブラリでは、原板のスキャン画像を基本とするが、退色が顕著に認められ

た画像に関しては色調補正を行うことで、撮影対象である壁画の印象が損なわれないことを期し
た。ラダック地方で撮影されたフィルムをデジタル化する際には、一部、自動色調補正を行った。ビ
ルマで撮影されたフィルムをデジタル化する際には、劣化傾向に応じた色調補正をAdobe 
Photoshop を用いて行った。 

3

2024 年 3 月末現在、井上隆雄氏の写真資料は、著作権者の承諾のもとで京都市立芸術大学芸
術資源研究センターの重点プロジェクトにおいて管理している。 ４

本デジタルライブラリ構築、編集の担当は以下の通り。

・井上隆雄写真資料データベース構築　京都市立芸術大学芸資研重点プロジェクト
　総目録作成　山下晃平
　ラダックの写真フィルムのデジタル化およびリスト化　山下晃平、岡田真輝
・ビルマの写真フィルムのデジタル化および本デジタルライブラリのシステム・データベース構築   
   DiPLAS/X-DiPLAS
   飯田卓、丸川雄三、石山俊、島貫直子、荒瀬史代、岡田真輝（国立民族学博物館）

５

   木村愛子、久保田恭子、田中和子（千里文化財団）
   青木隆平、林奏美（有限会社セカンドブレーン）
   項目の英訳は、Tom Strang、 Callum Strang、Emmy Strang、末森薫が行った。
・全体統括　正垣雅子、末森薫

６ 各写真についてのキャプション、説明の執筆者、参考文献、補足は以下の通り。

【ラダック】
菊谷竜太(RK)、正垣雅子(MS)、Dupuy 操(DM).
キャプション、説明の英訳はDupuy 操(DM).
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補足 1：各寺院堂宇の壁の呼称について
『チベット仏教壁画』の解説を執筆した頼富本宏は、礼拝者が堂宇の入口から内部へ向かう位置を基
準に壁を呼称している(『チベット密教壁画』p.193, 註 1）。つまり、入口が設けられた壁を前壁、入口
から内部に向き左に位置する壁は左壁、入口と対面する壁を後壁、入口から内部に向き、右に位置す
る壁を右壁と呼称する。ただし、本デジタルライブラリのアルチ寺およびサスポール寺に関する説
明には、壁の呼称に方角を用いている場合がある。理由は、壁画の位置と方角の関係についての検証
を試みるためである。アルチおよびサスポールの堂宇は、方位が若干ずれる場合はあるが、堂宇への
入口は南側の壁に開口されている。入口が設けられた壁を南壁、入口の左横の壁を南壁西側、入口の
右横の壁を南壁東側、入口から内部に向き、左に位置する壁を西壁、入口と対面する壁を北壁、入口
から内部に向いて右に位置する壁を東壁と呼称した。

【ビルマ】
寺井淳一(JT)、Cristophe Munier-Gaillard(CMG)、兵頭千夏(CH).
Cristophe Munier-Gaillard が執筆した英文の日本語訳は億栄美が行った。
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補足 1: バガン遺跡の寺院構造とその呼称について
バガン時代の中規模以上の寺院は、入ってすぐに小さな空間があり、その奥に回廊を伴い仏像を安
置する空間を持つことが多い。『パガンの仏教壁画』で大野徹は、それらを「外陣（前室すなわち礼
拝堂）」と「内陣（奥室すなわち祠堂）」と呼んだ。本デジタルライブラリでは、それぞれが果たした
機能を重視し、寺院に入ってすぐの空間、つまり本尊が祀られている中心部へと至る前にある空間
を「前室（Entrance Hall）」、本尊が祀る寺院の中核をなす空間を「主室（Main Hall）」と呼ぶことと
する。また、四方に明かり窓のため、少し外に突き出た部分があるが、これを「突出部（Vestibule）」
と呼び、方位を伴って「南突出部」などと記載した。回廊（Corridor）については、南側にあるものは「南
回廊」、内側の壁は「内壁（Inner Wall）」、外側の壁は「外壁（Outer Wall）」と呼んでいる。回廊の中

心部に本尊を祀る部屋がある場合は、これを「内陣（Shrine）」とした。これらの寺院構造と方位の
組み合わせで、壁画のある壁を示した。

補足２：バガン遺跡の目録番号について
バガン遺跡の寺院名と併記している番号（No.）は、Inventory of Monuments at Pagan (Pichard/ 
8vols/ 1992-2001) の目録番号である。『パガンの仏教壁画』で記載されている寺院番号は旧目録に基
づくもので、本デジタルライブラリで使用している寺院番号とは異なる。
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から内部に向き左に位置する壁は左壁、入口と対面する壁を後壁、入口から内部に向き、右に位置す
る壁を右壁と呼称する。ただし、本デジタルライブラリのアルチ寺およびサスポール寺に関する説
明には、壁の呼称に方角を用いている場合がある。理由は、壁画の位置と方角の関係についての検証
を試みるためである。アルチおよびサスポールの堂宇は、方位が若干ずれる場合はあるが、堂宇への
入口は南側の壁に開口されている。入口が設けられた壁を南壁、入口の左横の壁を南壁西側、入口の
右横の壁を南壁東側、入口から内部に向き、左に位置する壁を西壁、入口と対面する壁を北壁、入口
から内部に向いて右に位置する壁を東壁と呼称した。
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補足 1: バガン遺跡の寺院構造とその呼称について
バガン時代の中規模以上の寺院は、入ってすぐに小さな空間があり、その奥に回廊を伴い仏像を安
置する空間を持つことが多い。『パガンの仏教壁画』で大野徹は、それらを「外陣（前室すなわち礼
拝堂）」と「内陣（奥室すなわち祠堂）」と呼んだ。本デジタルライブラリでは、それぞれが果たした
機能を重視し、寺院に入ってすぐの空間、つまり本尊が祀られている中心部へと至る前にある空間
を「前室（Entrance Hall）」、本尊が祀る寺院の中核をなす空間を「主室（Main Hall）」と呼ぶことと
する。また、四方に明かり窓のため、少し外に突き出た部分があるが、これを「突出部（Vestibule）」
と呼び、方位を伴って「南突出部」などと記載した。回廊（Corridor）については、南側にあるものは「南
回廊」、内側の壁は「内壁（Inner Wall）」、外側の壁は「外壁（Outer Wall）」と呼んでいる。回廊の中

心部に本尊を祀る部屋がある場合は、これを「内陣（Shrine）」とした。これらの寺院構造と方位の
組み合わせで、壁画のある壁を示した。

補足２：バガン遺跡の目録番号について
バガン遺跡の寺院名と併記している番号（No.）は、Inventory of Monuments at Pagan (Pichard/ 
8vols/ 1992-2001) の目録番号である。『パガンの仏教壁画』で記載されている寺院番号は旧目録に基
づくもので、本デジタルライブラリで使用している寺院番号とは異なる。
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補足 1：各寺院堂宇の壁の呼称について
『チベット仏教壁画』の解説を執筆した頼富本宏は、礼拝者が堂宇の入口から内部へ向かう位置を基
準に壁を呼称している(『チベット密教壁画』p.193, 註 1）。つまり、入口が設けられた壁を前壁、入口
から内部に向き左に位置する壁は左壁、入口と対面する壁を後壁、入口から内部に向き、右に位置す
る壁を右壁と呼称する。ただし、本デジタルライブラリのアルチ寺およびサスポール寺に関する説
明には、壁の呼称に方角を用いている場合がある。理由は、壁画の位置と方角の関係についての検証
を試みるためである。アルチおよびサスポールの堂宇は、方位が若干ずれる場合はあるが、堂宇への
入口は南側の壁に開口されている。入口が設けられた壁を南壁、入口の左横の壁を南壁西側、入口の
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補足 1: バガン遺跡の寺院構造とその呼称について
バガン時代の中規模以上の寺院は、入ってすぐに小さな空間があり、その奥に回廊を伴い仏像を安
置する空間を持つことが多い。『パガンの仏教壁画』で大野徹は、それらを「外陣（前室すなわち礼
拝堂）」と「内陣（奥室すなわち祠堂）」と呼んだ。本デジタルライブラリでは、それぞれが果たした
機能を重視し、寺院に入ってすぐの空間、つまり本尊が祀られている中心部へと至る前にある空間
を「前室（Entrance Hall）」、本尊が祀る寺院の中核をなす空間を「主室（Main Hall）」と呼ぶことと
する。また、四方に明かり窓のため、少し外に突き出た部分があるが、これを「突出部（Vestibule）」
と呼び、方位を伴って「南突出部」などと記載した。回廊（Corridor）については、南側にあるものは「南
回廊」、内側の壁は「内壁（Inner Wall）」、外側の壁は「外壁（Outer Wall）」と呼んでいる。回廊の中

心部に本尊を祀る部屋がある場合は、これを「内陣（Shrine）」とした。これらの寺院構造と方位の
組み合わせで、壁画のある壁を示した。

補足２：バガン遺跡の目録番号について
バガン遺跡の寺院名と併記している番号（No.）は、Inventory of Monuments at Pagan (Pichard/ 
8vols/ 1992-2001) の目録番号である。『パガンの仏教壁画』で記載されている寺院番号は旧目録に基
づくもので、本デジタルライブラリで使用している寺院番号とは異なる。
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補足 1：各寺院堂宇の壁の呼称について
『チベット仏教壁画』の解説を執筆した頼富本宏は、礼拝者が堂宇の入口から内部へ向かう位置を基
準に壁を呼称している(『チベット密教壁画』p.193, 註 1）。つまり、入口が設けられた壁を前壁、入口
から内部に向き左に位置する壁は左壁、入口と対面する壁を後壁、入口から内部に向き、右に位置す
る壁を右壁と呼称する。ただし、本デジタルライブラリのアルチ寺およびサスポール寺に関する説
明には、壁の呼称に方角を用いている場合がある。理由は、壁画の位置と方角の関係についての検証
を試みるためである。アルチおよびサスポールの堂宇は、方位が若干ずれる場合はあるが、堂宇への
入口は南側の壁に開口されている。入口が設けられた壁を南壁、入口の左横の壁を南壁西側、入口の
右横の壁を南壁東側、入口から内部に向き、左に位置する壁を西壁、入口と対面する壁を北壁、入口
から内部に向いて右に位置する壁を東壁と呼称した。
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補足 1: バガン遺跡の寺院構造とその呼称について
バガン時代の中規模以上の寺院は、入ってすぐに小さな空間があり、その奥に回廊を伴い仏像を安
置する空間を持つことが多い。『パガンの仏教壁画』で大野徹は、それらを「外陣（前室すなわち礼
拝堂）」と「内陣（奥室すなわち祠堂）」と呼んだ。本デジタルライブラリでは、それぞれが果たした
機能を重視し、寺院に入ってすぐの空間、つまり本尊が祀られている中心部へと至る前にある空間
を「前室（Entrance Hall）」、本尊が祀る寺院の中核をなす空間を「主室（Main Hall）」と呼ぶことと
する。また、四方に明かり窓のため、少し外に突き出た部分があるが、これを「突出部（Vestibule）」
と呼び、方位を伴って「南突出部」などと記載した。回廊（Corridor）については、南側にあるものは「南
回廊」、内側の壁は「内壁（Inner Wall）」、外側の壁は「外壁（Outer Wall）」と呼んでいる。回廊の中

心部に本尊を祀る部屋がある場合は、これを「内陣（Shrine）」とした。これらの寺院構造と方位の
組み合わせで、壁画のある壁を示した。

補足２：バガン遺跡の目録番号について
バガン遺跡の寺院名と併記している番号（No.）は、Inventory of Monuments at Pagan (Pichard/ 
8vols/ 1992-2001) の目録番号である。『パガンの仏教壁画』で記載されている寺院番号は旧目録に基
づくもので、本デジタルライブラリで使用している寺院番号とは異なる。
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